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代
表
理
事
組
合
長
　
中
　
島
　
道
　
昭

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と

と
共
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
よ
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
か
ら
三
年
目
を
迎
え
、
新
Ｊ
Ａ
構

想
を
か
か
げ
基
本
理
念
、
基
本
目
標
で
あ

る
組
合
員
の
質
的
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
、

ま
た
、
農
協
事
業
も
組
合
員
の
ご
尽
力
に

よ
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
当
農
協
に
お
け
る
農
作
物
の
作

柄
は
、
融
雪
期
の
遅
れ
と
春
先
の
天
候
不

順
が
あ
っ
た
も
の
の
、
七
月
か
ら
天
候
が

回
復
し
、
各
作
物
と
も
平
年
作
ま
で
回
復

し
、
水
稲
に
お
い
て
は
好
天
の
影
響
で
出

穂
、
開
花
と
も
良
好
で
作
況
指
数
は
北
海

道
で
一
〇
五
、
上
川
で
一
〇
八
と
豊
作
を

迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

青
果
に
お
い
て
は
ア
ス
パ
ラ
を
は
じ
め
、

野
菜
全
般
に
わ
た
り
価
格
が
前
年
よ
り
や

や
回
復
を
し
、
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で

き
、
畑
作
に
お
い
て
も
馬
鈴
薯
、
甜
菜
、

豆
類
な
ど
平
年
作
を
確
保
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

酪
農
に
お
い
て
は
生
乳
の
生
産
調
整
の

中
、
酪
農
部
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
生

乳
目
標
数
量
枠
の
遵
守
に
よ
り
計
画
達
成

に
向
け
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
も
ち
米
の
流
通
環
境

に
つ
き
ま
し
て
は
、
需
要
の
低
迷
、
非
団

地
に
よ
る
無
秩
序
な
生
産
拡
大
、
外
米
の

輸
入
量
が
国
内
の
三
十
％
の
シ
ェ
ア
を
占

め
、
北
海
道
も
ち
米
で
持
越
在
庫
が
二
万

五
千
ト
ン
に
な
る
見
通
し
の
中
、
も
ち
米

価
格
の
大
幅
な
下
落
と
な
り
、
一
俵
九
〇

〇
〇
円
の
概
算
払
い
と
厳
し
い
情
勢
で
、

豊
作
を
素
直
に
喜
べ
な
い
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
本
年
よ
り
在
庫
処
理
に
努
め
、

適
正
米
価
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
方
、
本
年
か
ら
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
が
導
入
さ
れ
、
認
定
農
業
者
を
対

象
と
し
た
米
、
麦
、
大
豆
、
甜
菜
、
で
ん

原
用
ば
れ
い
し
ょ
の
五
品
目
の
助
成
金
制

度
。
新
た
な
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
見
直

し
、
さ
ら
に
農
地
、
水
、
環
境
保
全
向
上

対
策
が
新
た
に
加
わ
り
、
大
規
模
な
農
政

改
革
の
元
年
と
な
り
ま
す
。
農
協
、
組
合

員
に
と
り
ま
し
て
将
来
の
未
来
像
の
樹
立

と
考
え
、
内
部
討
議
を
重
ね
な
が
ら
新
し

い
名
寄
農
業
の
確
立
に
向
け
、
振
興
計
画

の
作
成
、
農
協
中
長
期
計
画
を
樹
立
し
、

幅
広
く
組
合
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
総

代
会
に
提
案
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
外
的
に
は
、
昨
年
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

を
は
じ
め
、
十
一
月
に
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
関
税

撤
廃
交
渉
に
あ
た
り
、
北
海
道
農
業
が
崩

壊
し
な
い
為
に
例
外
処
置
確
保
に
向
け
系

統
上
げ
て
阻
止
に
努
め
ま
す
。

今
、
農
業
は
変
革
の
時
代
で
あ
り
、
担

い
手
が
安
心
し
て
営
農
で
き
る
環
境
を
作

り
、
次
世
代
に
誤
り
の
な
い
農
業
を
築
く

た
め
に
、
人
づ
く
り
、
街
づ
く
り
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
組
合

員
並
び
に
御
家
族
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
健
康
で
明
る
い
年
で
あ
る
事
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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道
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
〇
〇
七
年

の
初
春
を
、
ご
家
族
皆
様
で
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当
農

協
の
事
業
推
進
に
、
組
合
員
各
位
の
特
段
な
る
ご
協
力

と
、
ご
理
解
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
春
の
天
候
不
順
に
よ
り
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
好
天
も
影
響
し
二
年

続
き
の
豊
穣
の
秋
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
方
の

日
頃
の
努
力
の
賜
物
と
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
、
農
産
物
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
に
な
れ
ば
、
北
海
道
の
農
業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
の
導
入
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
、
酪
農
に
お
け
る

生
乳
の
生
産
調
整
な
ど
、
道
北
の
農
業
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
問
題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
今
後
の
農
業
を
考
え
た
と
き
に
農
業
後

継
者
不
足
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
農
地
の
遊
休
化
・
荒

廃
等
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
農
業
者
だ
け

で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
と
農
協
と
生
産
者
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
を
ふ
ま
え
、
平
成
十
九
年
三
月
に
向
け
て

農
業
振
興
計
画
（
平
成
十
九
年
か
ら
三
ヵ
年
計
画
）
の

策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
名
寄
市
に
お
い
て
も
平

成
十
九
年
三
月
に
向
け
て
新
市
の
農
業
・
農
村
振
興
計

画
（
平
成
十
九
年
か
ら
十
ヵ
年
計
画
）
の
策
定
作
業
が

農
協
と
同
時
進
行
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
寄
市
の
計

画
と
、
農
協
の
計
画
に
共
通
の
認
識
と
整
合
性
を
持
た
せ

て
、
よ
り
実
効
性
の
上
が
る
計
画
に
す
る
た
め
協
議
を
重

ね
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
更
に
協
議
を
さ
せ
て
頂
き
、

農
業
経
営
の
安
定
と
農
家
経
済
の
確
立
に
向
け
た
農
業

振
興
計
画
の
樹
立
を
図
り
、
実
践
に
向
け
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
。

本
年
は
旧
三
農
協
が
合
併
し
ま
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま

す
。
現
在
、
農
業
振
興
計
画
と
同
時
に
中
期
経
営
計
画

（
平
成
十
九
年
か
ら
三
ヵ
年
計
画
）
を
策
定
中
で
あ
り
ま

す
。
農
協
経
営
の
ス
リ
ム
化
と
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
急

務
と
考
え
ま
す
。
業
務
の
合
理
化
や
施
設
の
集
約
等
を
含

め
、
合
併
効
果
を
目
に
見
え
る
形
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
中
期
経
営
計
画

の
中
で
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
し
、
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
名
寄
に
は
日
本
一
を
誇
れ
る
モ
チ
米
・
な
よ
ろ
南

瓜
・
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
あ
り
ま
す
。
馬
鈴
薯
を

は
じ
め
他
の
産
地
に
負
け
な
い
美
味
し
い
食
材
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
み
ど
り
、
き
れ
い
な
空
気
、
清
ら
か
な

水
、
真
っ
白
な
雪
、
マ
イ
ナ
ス
三
十
五
℃
の
し
ば
れ
、
ス

キ
ー
、
サ
ン
ピ
ラ
ー
、
そ
し
て
心
温
か
い
人
々
。
こ
れ
ら

は
名
寄
の
宝
で
す
。
名
寄
市
の
良
い
所
を
袋
に
詰
め
て
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
産
地
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
「
な
よ
ろ
ブ
ラ
ン

ド
」
を
確
立
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
心
を
込
め
て

作
っ
た
安
全
な
食
べ
物
は
き
っ
と
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ

ま
す
。
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
た
も
の
は
必
ず
都
会
の
人
に

喜
ば
れ
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
役
職
員
一
同
、
農
家
経

済
の
向
上
と
農
協
事
業
推
進
の
た
め
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
平
成
十
九
年

が
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
と
っ
て
ご
健
勝
で
、
最
良
の
年

で
あ
る
こ
と
と
、
今
年
も
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
事
が
で
き

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

代
表
理
事
専
務種

　
田
　
芳
　
雄

年
頭
の
ご
挨
拶
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組
合
員
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
し
た

こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
融
雪
の
遅
れ
と
前
半
の
天
候
不
順
で
先
行

き
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
七
月
か
ら
の
天
候
回
復
で

各
作
物
は
ほ
ぼ
順
調
に
生
育
し
一
部
の
作
物
を
除
き
平

年
並
み
の
品
質
、
収
量
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
水
稲
は
七
月
か
ら
の
好
天
で
順
調
に
推
移
し
、
品

質
も
良
好
で
念
実
歩
合
も
高
く
収
量
面
で
は
北
海
道
一

〇
五
、
上
川
一
〇
八
の
作
況
指
数
と
な
り
、
二
年
連
続

し
て
豊
作
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
モ
チ
米
は

価
格
面
で
は
厳
し
い
局
面
を
迎
え
、
在
庫
調
整
の
た
め

新
た
な
生
産
調
整
の
実
施
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
さ

て
、
こ
れ
ら
の
経
過
の
中
で
農
業
政
策
は
新
た
な
局
面

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
農

政
を
大
転
換
し
農
業
支
援
対
策
を
担
い
手
に
限
定
す
る

も
の
で
、
こ
の
対
応
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

参
り
ま
す
。
品
目
横
断
対
象
作
物
は
輪
作
体
型
の
中
で

良
質
な
も
の
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ

れ
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
は
更
に
地
域
性
を
考
慮
し
た

作
物
作
付
け
体
型
の
確
立
が
急
務
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
昨
年
か
ら
の
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
上

し
て
き
た
の
が
、
交
渉
入
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ)

で
す
。
協

定
で
日
豪
間
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
日
本
農
業
が
壊

滅
的
状
況
に
陥
る
こ
と
か
ら
、
交
渉
に
関
し
て
除
外
品

目
の
対
応
に
つ
い
て
系
統
一
丸
と
な
っ
て
日
本
農
業
を

守
る
た
め
、
国
に
そ
の
要
請
運
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
今
年
道
北
な
よ
ろ

農
協
は
合
併
し
て
二
度
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
課

題
も
そ
れ
ぞ
れ
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
旧

農
協
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
の
上
に
新
し
い
道
北
な

よ
ろ
農
協
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
、
名
実
共
に
一
つ

の
農
協
と
し
て
視
点
が
同
じ
に
な
る
た
め
に
は
多
少
の

時
間
も
必
要
で
す
。
役
職
員
の
各
地
区
で
の
交
流
、
特

に
職
員
の
人
事
交
流
や
生
産
者
の
生
産
部
会
を
通
じ
た

交
流
な
ど
を
す
す
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
合
併
時
に
合
併
経
営

計
画
・
農
業
振
興
方
策
を
示
し
た
経
過
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
後
の
農
業
の
変
革
に
よ
る
見
直
し
と
、
更
な
る
発

展
を
目
指
し
、
農
協
は
本
年
、
期
間
を
三
年
と
し
た
農

業
振
興
計
画
並
び
に
経
営
中
長
期
計
画
を
樹
立
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
通
常
総
代
会
に
お
い
て
組
合

員
の
皆
様
に
承
認
を
頂
く
も
の
で
す
が
、
そ
の
初
年
度

に
当
た
る
本
年
は
こ
の
実
践
に
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま

す
。課

題
多
き
新
年
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
組
合
員
並

び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
佳
き
年
で
あ
る
こ

と
と
、
豊
穣
の
秋
を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

常
務
理
事

向
　
井
　
孝
　
夫

年
頭
の
ご
挨
拶
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幹
　
事
　
長
　
宗
　
万
　
利
　
行

幹
　
　
　
事
　
日
　
野
　
勇
　
一

〃
　
　
　
斉
　
藤
　
正
　
光

Ｇ
ア
ス
パ
ラ
部
会

部
　
会
　
長
　
斉
　
藤
　
正
　
光

副
部
会
長
　
窪
　
田
　
広
　
行

〃
　
　
　
中
　
川
　
昌
　
文

南
瓜
部
会

部
　
会
　
長
　
村
　
上
　
武
　
治

副
部
会
長
　
柴
　
崎
　
富
　
雄

〃
　
　
　
桶
　
谷
　
　
　
進

葉
菜
部
会

部
　
会
　
長
　
小
　
泉
　
博
　
志

副
部
会
長
　
山
　
本
　
守
　
幸

百
合
根
部
会

部
　
会
　
長
　
飯
　
塚
　
明
　
夫

副
部
会
長
　
奥
　
山
　
　
　
茂

人
参
・
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
部
会

部
　
会
　
長
　
宗
　
万
　
利
　
行

副
部
会
長
　
夏
　
井
　
明
　
弘

玉
葱
部
会

部
　
会
　
長
　
菊
　
地
　
　
　
守

副
部
会
長
　
谷
　
島
　
智
　
仙

大
根
部
会

部
　
会
　
長
　
斉
　
藤
　
清
　
志

副
部
会
長
　
武
　
田
　
修
　
一

〃
　
　
　
松
　
下
　
良
　
行

花
卉
生
産
組
合

部
　
会
　
長
　
東
　
野
　
秀
　
樹

副
部
会
長
　
柿
　
川
　
博
　
暁

長
葱
部
会

部
　
会
　
長
　
大
　
谷
　
繁
　
樹

副
部
会
長
　
横
　
山
　
秀
　
幸

〃
　
　
　
深
　
田
　
哲
　
夫

西
瓜
・
苺
・
メ
ロ
ン
部
会

部
　
会
　
長
　
沖
　
沢
　
道
　
弘

副
部
会
長
　
阿
　
部
　
和
　
浩

ピ
ー
マ
ン
部
会

部
　
会
　
長
　
日
　
野
　
勇
　
一

副
部
会
長
　
永
　
井
　
博
　
宗

ト
マ
ト
部
会

部
　
会
　
長
　
岡
　
田
　
裕
　
章

副
部
会
長
　
住
　
田
　
信
　
幸

ピ
ヤ
シ
リ
ア
ス
パ
ラ
部
会

部
　
会
　
長
　
遠
　
藤
　
俊
　
博

副
部
会
長
　
宮
　
下
　
昌
　
樹

〃
　
　
　
松
　
下
　
良
　
行

食
用
馬
鈴
薯
生
産
部
会

部
　
会
　
長
　
遠
　
藤
　
幹
　
男

副
部
会
長
　
宮
　
田
　
雅
　
祥

加
工
馬
鈴
薯
部
会

部
　
会
　
長
　
上
　
野
　
宗
　
男

副
部
会
長
　
北
　
野
　
智
　
明

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年
部
本
部

部
　
　
　
長
　
鷲
　
見
　
悦
　
朗

副
　
部
　
長
　
東
　
野
　
秀
　
樹

〃
　
　
　
山
　
田
　
典
　
幸

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
風
連
女
性
部

部
　
　
　
長
　
加
　
藤
　
尚
　
子

副
　
部
　
長
　
千
　
田
　
邦
　
子

会
計
書
記
　
武
　
田
　
ひ
と
み

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
名
寄
女
性
部

部
　
　
　
長
　
箭
　
原
　
純
　
子

副
　
部
　
長
　
大
　
沼
　
和
　
江

会
計
書
記
　
沖
　
沢
　
光
　
枝

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
智
恵
文
女
性
部

部
　
　
　
長
　
北
　
野
　
則
　
子

副
　
部
　
長
　
小
　
泉
　
ひ
ろ
み

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
名
寄
女
性
部

ひ
ま
わ
り

代
　
　
　
表
　
菊
　
地
　
幸
　
子

副
　
代
　
表
　
小
　
川
　
多
美
子

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
智
恵
文
女
性
部

若
妻
会

代
　
　
　
表
　
三
　
浦
　
雅
　
美

副
　
代
　
表
　
福
　
島
　
優
美
子

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
智
恵
文
女
性
部

コ
ス
モ
ス
会

会
　
　
　
長
　
岩
　
崎
　
静
　
子

副
　
会
　
長
　
東
　
田
　
智
代
子

智
恵
文
種
馬
鈴
薯
部
会

会
　
　
　
長
　
佐
久
間
　
博
　
之

副
　
会
　
長
　
斉
　
藤
　
重
　
義

智
恵
文
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
推
進
会

会
　
　
　
長
　
関
　
谷
　
邦
　
雄

副
　
会
　
長
　
岩
　
崎
　
　
　
隆

智
恵
文
コ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
利
用
組
合

組
　
合
　
長
　
遠
　
藤
　
俊
　
博

副
組
合
長
　
上
　
野
　
宗
　
男

智
恵
文
生
麦
組
合

組
　
合
　
長
　
後
　
藤
　
晴
　
正

副
組
合
長
　
上
　
野
　
宗
　
男

智
恵
文
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
組
合

組
　
合
　
長
　
山
　
口
　
　
　
淳

副
組
合
長
　
池
　
田
　
　
　
勇

中
国
人
研
修
生
受
入
協
議
会

会
　
　
　
長
　
北
　
野
　
智
　
明

副
　
会
　
長
　
西
　
本
　
憲
　
作

平
成
十
九
年
元
旦

青
果
連
絡
会
議
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Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
風
連
本
所

年
金
友
の
会

会
　
　
　
長
　
佐
　
竹
　
常
　
治

副
　
会
　
長
　
林
　
　
　
重
　
信

〃
　
　
　
安
　
達
　
住
　
義

風
連
町
農
業
家
屋
火
災
共
済
組
合

委
　
員
　
長
　
西
　
村
　
隆
　
司

委
員
長
代
理
　
又
　
村
　
民
　
夫

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
智
恵
文
支
所

年
金
友
の
会

会
　
　
　
長
　
山
　
田
　
豊
　
夫

副
　
会
　
長
　
新
　
井
　
邦
　
一

〃
　
　
　
山
　
本
　
和
　
子

風
連
町
良
質
米
生
産
組
合

組
　
合
　
長
　
及
　
川
　
唯
　
夫

副
組
合
長
　
谷
　
内
　
　
　
司

〃
　
　
　
稲
　
守
　
重
　
弘

名
寄
市
モ
チ
生
産
組
合

組
　
合
　
長
　
今
　
田
　
正
　
一

副
組
合
長
　
小
　
川
　
健
　
二

〃
　
　
　
横
　
山
　
　
　
巌

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
酪
農
部
会

部
　
会
　
長
　
植
　
西
　
陽
　
一

副
部
会
長
　
佐
　
竹
　
　
　
敦

〃
　
　
　
池
　
田
　
　
　
勇

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
畜
肉
部
会

部
　
会
　
長
　
鈴
　
木
　
　
　
正

副
部
会
長
　
沖
　
沢
　
　
　
実

〃
　
　
　
木
之
内
　
　
　
薫

風
連
町
酪
農
振
興
会

会
　
　
　
長
　
渡
　
辺
　
　
　
孝

副
　
会
　
長
　
田
　
代
　
信
　
夫

会
　
　
　
計
　
大
　
村
　
一
　
秋

風
連
町
馬
事
振
興
会

会
　
　
　
長
　
山
　
崎
　
吉
　
晴

副
　
会
　
長
　
太
　
田
　
輝
　
雄

風
連
町
農
業
青
色
申
告
会

会
　
　
　
長
　
奥
　
山
　
　
　
茂

副
　
会
　
長
　
中
　
野
　
秀
　
敏

〃
　
　
　
古
　
瀬
　
　
　
剛

名
寄
市
農
業
青
色
申
告
会

会
　
　
　
長
　
黒
　
井
　
　
　
徹

副
　
会
　
長
　
横
　
山
　
　
　
巌

事
務
局
長
　
小
　
川
　
健
　
二

風
連
町
農
民
連
盟

委
　
員
　
長
　
佐
　
藤
　
政
　
雄

副
委
員
長
　
森
　
田
　
義
　
雄

〃
　
　
　
中
　
川
　
昌
　
文

書
　
記
　
長
　
松
　
本
　
　
　
勲

書
記
次
長
　
小
　
川
　
和
　
則

風
連
町
農
民
連
盟
青
年
部

委
　
員
　
長
　
伊
　
藤
　
秀
　
樹

副
委
員
長
　
大
久
保
　
裕
　
司

書
　
記
　
長
　
及
　
川
　
友
　
和

名
寄
農
民
連
盟

委
　
員
　
長
　
斉
　
藤
　
清
　
志

副
委
員
長
　
植
　
西
　
陽
　
一

書
　
記
　
長
　
中
　
村
　
敏
　
夫

書
記
次
長
　
小
　
川
　
健
　
二

智
恵
文
農
民
連
盟

委
　
員
　
長
　
関
　
谷
　
邦
　
雄

副
委
員
長
　
藤
　
森
　
一
　
吉

書
　
記
　
長
　
小
　
泉
　
博
　
志

出
資
金
は
農
協
の
基
本
的
財
産
で
す
。
理
事
会
に
お
い
て
新
Ｊ
Ａ
と

し
て
の
新
た
な
基
準
を
検
討
、
設
定
し
左
記
基
準
に
て
組
合
員
の
皆
様

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
財
務
の
健
全
化
に
一

層
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま

す
。尚

、
基
準
は
１
経
営
体
（
家
族
組
合
員
含
む
）
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
の
方
が
加
入
・
増
口
さ
れ
た
場
合
も
導
入
い
た
し
ま
す
。

記

１
、
考
え
方

①
組
合
員
割
と
面
積
割
に
て
基
準
を
設
定
す
る
。

②
現
口
を
維
持
し
、
未
達
の
方
は
５
ヵ
年
で
基
準
達
成
を
お
願
い

す
る
。

③
面
積
割
は
土
地
所
有
者
に
お
願
い
す
る
。

２
、
基
準

①

組
合
員
割
　
経
営
主
（
個
人
経
営
）
１
戸
当
り

４
０
０
口

法

人

〃

８
０
０
口

家
族
（
１
経
営
体
で
２
人
目
か
ら
の
正
組
合
員
）

１
人
当
り

１
０
０
口

①

面
積
割
　
田
・
畑
・
樹
園
地
　
10
ア
ー
ル
当
り

２
０
口

草
地
　
　
　
　

〃

１
０
口

出
資
持
分
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
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組
合
員
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年
部
を

代
表
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
農
協
青
年
部
活
動
に
多
大
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
青
年
部
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

青
年
部
の
三
地
区
の
合
併
か
ら
始
ま
り
新
た

な
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
ち
、
そ
の
第
一
歩
は

ま
ず
一
つ
の
方
向
に
向
か
う
、
一
つ
の
こ
と

を
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
の
方
向
は
牛
乳
の
消
費
拡
大
運

動
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
牛
乳
の
生
産
調

整
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
役
所
の
会
議

で
は
お
茶
で
は
な
く
牛
乳
を
出
し
て
も
ら
い

消
費
拡
大
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
単
に
消
費

拡
大
は
も
と
よ
り
、
仲
間
が
作
っ
た
牛
乳
を

青
年
部
自
ら
率
先
し
て
飲
む
習
慣
を
つ
け
る
、

そ
し
て
、
生
産
者
の
視
点
と
消
費
者
の
視
点

を
併
せ
持
っ
た
責
任
の
あ
る
青
年
部
に
な
る

べ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
欲
し
い
か
ら
で
す
。

三
地
区
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
産
業

祭
り
で
は
市
町
村
合
併
も
あ
り
、
も
ち
米
の

作
付
け
日
本
一
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
一
の

も
ち
つ
き
」
を
新
し
く
取
り
入
れ
、
新
名
寄

市
は
も
ち
米
生
産
団
地
で
あ
る
こ
と
を
広
く

発
信
で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

個
人
で
は
得
ら
れ
な
い
達
成
感
や
感
動
を
多

く
の
部
員
と
実
感
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
又
、

こ
の
企
画
に
は
様
々
な
関
係
機
関
、
団
体
の

協
力
の
下
成
功
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、

我
々
青
年
部
は
そ
れ
ら
様
々
な
問
題
に
立
ち

向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
青
年
部
活
動
を
通
し
て
そ
の
時
代
の
背
景

に
沿
っ
て
必
要
な
事
は
何
か
を
探
求
し
、
解

決
に
導
く
た
め
に
ま
ず
何
を
す
る
べ
き
か
、

そ
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
青
年
部
活
動
を

通
し
て
日
々
研
鑽
け
ん
さ
ん

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶

に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
の
御
挨
拶

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年
部

部
長

鷲
見
　
悦
朗

新
年
に
あ
た
り

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

名
寄
女
性
部

部
　
長

箭
　
原
　
純
　
子

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

女
性
部
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
い
つ
も

暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
す
組

合
員
、
並
び
に
農
協
役
職
員
の
皆
様
に
対

し
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
は
Ｊ
Ａ
の
合
併
、
昨
年
は
市
・

町
の
合
併
と
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
は
名
実

共
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
融
雪

が
遅
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
天
候
回
復

に
よ
り
大
豊
作
に
終
り
ま
し
た
が
、
実
質

厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
農
家
経
済
が

厳
し
い
と
言
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が

特
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
関
税
問

題
の
結
果
に
よ
っ
て
は
更
に
厳
し
く
な
る

事
と
思
い
ま
す
。

十
九
年
度
よ
り
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
は

あ
り
ま
す
が
、
私
達
女
性
部
員
は
生
産
者

の
一
員
と
し
て
、
安
心
・
安
全
な
食
料
の

生
産
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆

様
、
青
年
部
の
皆
様
、
女
性
部
に
対
し
ま

し
て
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
暖
か
い
ご
支
援
ご

指
導
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
今
年
も
実
り
多
き
年

に
成
り
ま
す
様
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

風
連
女
性
部

部
　
長

加
　
藤
　
尚
　
子

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

昨
年
は
部
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
機
関
の

方
々
に
御
指
導
御
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
風
連
女
性
部
は
、
残

念
な
が
ら
毎
年
部
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

十
五
、
六
年
前
は
女
性
部
の
総
会
は
農
協

大
ホ
ー
ル
に
い
っ
ぱ
い
の
部
員
で
埋
ま
り
、

総
会
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
部
員
以

外
の
方
も
見
に
来
ら
れ
大
い
に
盛
り
上
が

り
と
て
も
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

部
員
減
少
の
原
因
は
単
に
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
部

に
入
ら
な
い
人
も
居
ま
す
が
、
最
近
で
は

農
事
組
合
単
位
で
辞
め
る
区
も
あ
り
ま
す
。

核
家
族
が
増
え
た
よ
う
に
、
み
ん
な
で
活

動
す
る
よ
り
個
人
的
に
楽
し
み
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
は
四
十
人
た
ら
ず
の
部
員
で
す
が
、

一
年
を
通
し
て
農
作
業
の
合
間
、
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
一
人
で

も
多
く
の
方
の
加
入
を
と
て
も
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

又
、
現
代
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
中
で
、
特
に
子
供
へ
の
虐
待
、
い
じ

め
に
よ
る
自
殺
が
早
く
無
く
な
る
事
を
、

子
供
を
育
て
た
親
と
し
て
孫
を
持
つ
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
し
て
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。そ

し
て
、
ど
う
か
今
年
も
皆
様
が
健
康

で
元
気
に
農
作
業
に
汗
を
流
し
、
そ
の
汗

が
報
わ
れ
ま
す
事
を
祈
っ
て
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

新
年
の
御
挨
拶

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

智
恵
文
女
性
部

部
　
長

北
　
野
　
則
　
子

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
と
共
に
輝
か
し
い
平
成
十
九
年
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
女

性
部
活
動
に
部
員
の
皆
様
、
各
関
係
機
関

各
位
の
御
指
導
御
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
春
の
天
候
不
順
で
心
配
さ
れ
た

生
育
も
夏
以
降
の
好
天
に
よ
り
作
柄
も
回

復
し
、
作
況
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
年
と
な

り
ま
し
た
が
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
農

業
を
取
り
巻
く
情
勢
、
依
然
と
し
て
続
く

農
畜
産
物
の
価
格
低
迷
等
、
苦
労
が
実
に

結
ば
な
い
厳
し
い
年
が
続
い
て
い
ま
す
。

私
達
生
産
者
は
安
心
安
全
な
生
産
物
を
作

り
育
て
、
家
族
の
健
康
を
守
り
農
業
を
支

え
る
担
い
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
部
事
業
に
お
い
て
新
し
い
事
業
で

一
泊
研
修
を
実
施
し
、
部
員
相
互
親
睦
の

一
時
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
コ
ス
モ
ス
会
、
若
妻
会
の
活
発

な
活
動
に
も
敬
意
を
表
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
部
員
の
皆
様
の
御
協
力

と
御
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
農
協
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
た
活
動
を
続
け
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
御
健
康
と
御
発
展
を
、

お
祈
り
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
新
春
を
ご
健
勝
で
迎

え
ら
れ
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
地
域
農
業
は
融
雪
の
遅
れ
、

春
先
の
低
温
、
日
照
不
足
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
出
来
秋
を
心
配
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
八
月
以
降
の
高
温
が
プ
ラ
ス

の
要
因
と
な
り
各
作
物
と
も
総
じ
て
平

年
並
か
ら
良
の
作
柄
と
な
り
ま
し
た
。

気
象
変
動
の
中
、
農
家
の
皆
様
の
ご
努

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
情
勢
は
担
い
手
等
を
重

点
に
進
め
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
が
ス
タ
ー
ト
す
る
一
方
、
安
全
・
安

心
な
食
料
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に
迅
速
に
対

応
し
、
売
れ
る
米
づ
く
り
や
転
作
物
の

産
地
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
労
働
力
の
効
率
的
な
活
用
等

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
生
産
技
術

の
指
導
は
も
と
よ
り
、
農
業
生
産
法

人
・
集
落
営
農
・
ク
リ
ー
ン
農
業
の
推

進
に
む
け
た
活
動
を
関
係
機
関
と
連
携

し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
皆

様
方
が
ご
健
勝
で
営
農
に
従
事
さ
れ
実

り
多
い
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
に
あ
た
り

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
名
寄
支
所

支
所
長

奥
　
山
　
廣
　
司

○
支

所

長
　
奥
　
山
　
廣
　
司

担
当
区
域
　
地
区
一
円

専
門
項
目
　
水
　
稲

○
次
　
　
　
　
長
　
佐
　
藤
　
三
　
男

担
当
区
域
　
地
区
一
円

専
門
項
目
　
畜
　
産

○
技

術

主

幹
　
江
　
川
　
厚
　
志

担
当
区
域
　
地
区
一
円

専
門
項
目
　
畑
作
・
農
家
経
営

担
当
項
目
　
作
況
・
情
報

○
調

整

係

長
　
岩
　
谷
　
　
　
豊

担
当
区
域
　
名
寄
市
・
下
川
町

専
門
項
目
　
畑
作
・
畜
産

担
当
項
目
　
資
金
・
ク
リ
ー
ン
農
業

○
地

域

係

長
　
山
　
岸
　
　
　
誠

担
当
区
域
　
名
寄
市
風
連
町

専
門
項
目
　
水
稲

担
当
項
目
　
農
業
経
営
・
資
金
・
作
況

○
主
査（
花
　
卉
）

宮
　
村
　
謙
　
一

担
当
区
域
　
地
区
一
円

専
門
項
目
　
園
芸
（
花
き
）

担
当
項
目
　
土
壌
肥
料
、
病
害
虫

○
主
査（
畑
･
野
）

渡
　
部
　
倫
　
克

担
当
区
域
　
地
区
一
円

専
門
項
目
　
畑
　
作

担
当
項
目
　
担
い
手
、
情
報

○
専
門
普
及
員
　
寺
　
島
　
喜
久
美

担
当
区
域
　
名
寄
市
・
下
川
町

専
門
項
目
　
農
家
経
営

担
当
項
目
　
農
業
経
営

○
専
門
普
及
員
　
木
　
村
　
　
　
恵

担
当
区
域
　
名
寄
市
風
連
町
　

専
門
項
目
　
農
家
経
営

担
当
項
目
　
ク
リ
ー
ン
農
業

○
専
門
普
及
員
　
相
　
馬
　
晴
　
康

担
当
区
域
　
名
寄
市
風
連
町

専
門
項
目
　
園
芸
（
野
菜
）

担
当
項
目
　
担
い
手
・
土
壌
肥
料
・
病
害

虫

○
専
門
普
及
員
　
木
　
村
　
高
　
広

担
当
区
域
　
地
区
一
円

専
門
項
目
　
園
芸

担
当
項
目
　
情
報
、
作
況

○
専
門
普
及
員
　
田
　
中
　
精
　
一

担
当
区
域
　
名
寄
市
・
下
川
町

専
門
項
目
　
畑
作
、
水
稲

担
当
項
目
　
担
い
手
、
ク
リ
ー
ン
農
業

○
改
良
普
及
員
　
馬
　
場
　
晶
　
子

担
当
区
域
　
名
寄
市
・
下
川
町

専
門
項
目
　
園
芸
（
野
菜
）

担
当
項
目
　
担
い
手
・
農
業
経
営

○
改
良
普
及
員
　
林
　
川
　
絢
　
子

担
当
区
域
　
名
寄
市
・
下
川
町

専
門
項
目
　
畜
産

担
当
項
目
　
担
い
手
、
ク
リ
ー
ン
農
業

名
寄
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

所
在
地

〒
〇
九
六
│
〇
〇
一
四

名
寄
市
西
四
条
南
二
丁
目
　
上
川
支
庁
名
寄
合
同
庁
舎
内

電
話
番
号
　
〇
一
六
五
四
│
二
│
四
五
二
四
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
六
五
四
│
二
│
四
五
二
五
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販
売
額
　
米
　
　
　
一
三
億

麦
　
　
　
一
四
億

蔬
菜
　
　
一
一
億

大
豆
　
　
　
二
億

畜
産
　
一
億
五
千
万

〈
水
稲
作
付
内
訳
〉う

る
ち

一
、
五
六
一
ha

も

ち

七
一
四
ha

共
乾
施
設
　
カ
ン
ト
リ
ー

四
基

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

三
基

施
設
カ
バ
ー
率
七
十
％

施
設
は
農
協
が
事
業
に
よ
り
設
置
し
利

用
組
合
へ
賃
貸
し
利
用
組
合
運
営
。

〈
本
庄
地
区
施
設
概
要
〉

昭
和
六
十
三
年
生
産
総
合
事
業
に
て
建

設
　
　
事
業
費
八
九
一
、
〇
六
二
千
円

〈
十
七
年
度
利
用
状
況
〉

小
　
　
麦
　
二
五
五
ha

う
る
ち
米
　
一
五
一
ha

も
ち
米
　
　
五
八
ha

◆
Ｊ
Ａ
佐
賀
市
◆

本
庄
地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合

久
米
組
合
長

Ｊ
Ａ
佐
賀
市

立
川
農
畜
産
販
売
課
長

小
柳
課
長
代
理

Ｊ
Ａ
佐
賀
経
済
連

木
塚
米
穀
課
長
代
理

Ｊ
Ａ
概
況

組
合
員
　
　
三
、
六
二
二
名

戸
　
数
　
　
三
、
二
七
七
戸

役
　
員
　
理
事
　
　
二
五
名

監
事
　
　
　
五
名

職
　
員
　
　
　
　
一
九
六
名

耕
作
面
積
　
水
　
田
　
三
、
六
一
〇
ha

畑
　
　
　
　
　
　
四
六
ha

果
樹
園
　
　
　
　
一
六
ha

主
な
農
産
物
は
米
・
麦
・
大
豆
・
畜

産
・
施
設
園
芸
（
ハ
ウ
ス
み
か
ん
）

米
の
裏
作
に
麦
を
作
付
し
て
い
る
の
で

施
設
利
用
面
積
は
四
五
〇
ha
と
利
用
効

率
が
高
い
。

地
域
全
体
で
転
作
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
を
し
て
い
る
の
で
、

毎
年
水
稲
の
作
付
け
品
種
と
小
麦
、
大

豆
の
作
付
面
積
が
変
動
す
る
。

以
前
北
海
道
で
も
実
施
を
し
て
い
た
転

作
地
域
営
農
加
算
第
二
基
金
を
現
在
も

実
施
し
て
い
る
（
水
稲
の
所
得
を
基
準

に
大
豆
、
麦
の
格
差
を
集
落
単
位
で
補

填
）。

十
九
年
度
か
ら
始
ま
る
品
目
横
断
対
策

の
過
去
実
績
の
取
得
が
難
し
い
。
本
庄

地
区
は
集
落
営
農
組
織
で
対
応
す
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。

う
る
ち
米
と
も
ち
米
の
コ
ン
タ
ミ
は
間

に
麦
が
挟
ま
る
の
で
心
配
な
い
と
話
て

い
る
が
、
一
戸
の
生
産
者
で
混
作
も
あ

り
収
穫
機
械
の
清
掃
等
難
し
い
と
思
わ

れ
る
。
も
ち
米
の
生
産
者
が
特
定
さ
れ

て
い
な
い
の
で
生
産
者
の
組
織
は
な
い
。

〈
経
済
連
販
売
方
針
〉

十
七
年
産
集
荷
三
一
、
〇
〇
〇
ト
ン
で

契
約
は
全
量
出
来
て
い
る
が
、
販
売
進

度
が
遅
く
十
月
末
で
三
十
％
は
残
り
十

九
年
末
に
は
二
〇
、
〇
〇
〇
ト
ン
は
残

る
見
込
み
。

十
八
年
産
は
播
種
前
契
約
が
七
十
％
の

二
四
、
〇
〇
〇
ト
ン
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
そ
れ
以
外
で
い
く
ら
販
売
で
き
る

か
が
課
題
と
な
る
。
現
在
関
東
産
が
出

回
っ
て
い
て
、
そ
の
後
北
海
道
、
岩
手

が
出
荷
さ
れ
佐
賀
は
十
一
月
に
な
ら
な

い
と
出
荷
で
き
な
い
の
で
、
価
格
の
動

向
が
心
配
さ
れ
る
。

販
売
は
西
日
本
が
中
心
で
あ
ら
れ
の
原

料
が
主
で
も
ち
工
、
米
菓
等
販
売
先
は

三
百
社
に
な
っ
て
い
る
。

新
潟
の
佐
藤
食
品
が
九
州
に
工
場
を
設

置
し
て
い
る
の
で
供
給
し
て
い
る
。

〈
作
況
〉

六
月
の
田
植
え
以
降
七
月
末
ま
で
降

雨
・
日
照
不
足
で
経
過
し
た
が
、
八
月

に
天
候
が
回
復
し
収
穫
時
ま
で
台
風

（
塩
害
）
の
被
害
が
な
け
れ
ば
平
年
作

（
指
数
九
八
〜
一
〇
〇
）
は
確
保
で
き

る
。

佐
賀
県
の
も
ち
米
の
系
統
集
荷
率
が
高

い
の
で
、
隣
県
熊
本
、
新
潟
の
よ
う
な

計
画
外
米
販
売
に
は
不
満
を
持
っ
て
い

る
。

◆
株
式
会
社
　
も
ち
吉
◆

役
員
道
外
視
察
研
修

平
成
十
八
年
九
月
四
日
〜
九
月
八
日

参
加
者
　
中
島
組
合
長
・
向
井
常
務
・
村
上
理
事
・
木
之
内

理
事
・
神
野
理
事
・
佐
々
木
理
事
・
中
村
理
事
・

清
水
代
表
監
事
・
菅
井
常
勤
監
事
・
尾
崎
監
事
・

太
田
部
長

平
成
十
八
年
九
月
四
日
〜
八
日
に
、
役
員
道
外
視
察
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
佐
賀
市
（
佐
賀
県
）、
株
式

会
社
も
ち
吉
（
福
岡
県
）、
下
関
市
菊
川
町
レ
イ
ン
ボ
ー

稲
作
研
究
会
（
山
口
県
）
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
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て
い
る
。

十
七
年
産
生
産
実
績
は
四
十
戸
一
九
・

二
四
ha
一
、
九
二
八
袋
／
三
〇
kg

十

八
年
計
画
は
四
十
一
戸
一
八
・
六
四
ha

二
、
四
七
六
ha

販
売
は
生
協
の
産
直
販
売
が
主
で
あ
る

が
、「
道
の
駅
き
く
か
わ
」
で
店
頭
販
売

も
行
っ
て
い
る
。

合
鴨
の
肉
は
処
理
業
者
に
委
託
処
理
さ

れ
た
も
の
を
道
の
駅
で
販
売
し
て
い
る
。

当
会
の
働
き
か
け
で
平
成
十
六
年
度
か

ら
町
内
全
小
・
中
学
校
・
幼
保
育
園
が

週
五
日
米
飯
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

水
田
か
ら
上
げ
た
合
鴨
は
肥
育
舎
（
補

助
事
業
で
建
設
）
で
肥
育
仕
上
げ
を
し

て
加
工
処
理
す
る
。

餌
は
カ
ン
ト
リ
ー
の
屑
麦
を
給
餌
し
て

い
る
。
十
七
年
は
八
五
〇
羽
処
理
し
た

が
処
理
料
金
が
高
い
の
で
利
益
は
出
て

い
な
い
。

栽
培
期
間
中
で
病
害
虫
が
発
生
し
防
除

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ

た
ら
場
合
研
究
会
で
現
地
確
認
を
し
て

一
般
米
と
し
て
販
売
す
る
。

環
境
保
全
型
農
業
の
大
切
さ
を
地
域
住

民
に
呼
び
か
け
、
女
性
部
が
合
鴨
汁
、

合
鴨
米
を
年
間
五
、
六
回
の
イ
ベ
ン
ト

で
振
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
と
ん
ぼ
米
Ａ
・
Ｂ
は
希
望
数
量
を
割

込
む
こ
と
も
あ
り
会
員
増
員
及
び
面
積

拡
大
に
よ
り
希
望
数
量
の
確
保
が
課
題

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

森
田
社
長
・
森
田
常
務

橋
本
原
料
担
当

売
上
高
　
　
一
三
七
億
七
千
万

従
業
員
　
　
　
一
、
四
六
四
名

直
営
店
数
　
　
　
一
六
六
店
舗

〈
販
売
品
目
〉

う
る
ち
米
を
主
原
料
と
す
る
「
せ
ん
べ

い
」
も
ち
米
を
主
原
料
と
す
る
「
あ
ら

れ
」
等
の
米
菓
及
び
豆
腐
・
生
菓
子
・

パ
ン
の
製
造
販
売

飲
料
水
の
販
売
及
び
店
舗
に
て
の
給
水

販
売

米
（
自
社
精
米
）

酒
類
（
乙
類
焼
酎
）
の
販
売

道
北
な
よ
ろ
の
も
ち
米
は
風
連
産
を
年

間
四
〇
〇
ト
ン
を
毎
年
安
定
的
に
使
用

し
て
い
る
。

も
ち
米
の
使
用
量
は
風
連
産
「
は
く
ち

ょ
う
も
ち
」
が
二
十
五
％
「
佐
賀
ヒ
ヨ

ク
」
が
二
十
五
％
「
福
岡
ヒ
ヨ
ク
」
が

二
十
五
％
使
用
し
て
い
る
。

特
に
原
料
に
は
拘
り
を
持
っ
て
い
て
、

外
国
産
米
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
、

道
北
な
よ
ろ
の
も
ち
米
は
専
作
な
の
で

う
る
混
が
な
い
の
で
評
価
が
高
い
。

販
売
も
卸
は
し
な
い
で
全
て
直
営
店
と

通
信
販
売
で
行
っ
て
い
る
。

北
海
道
産
は
く
ち
ょ
う
も
ち
の
評
価
は

硬
化
性
か
ら
搗
い
た
後
直
ぐ
堅
く
な
ら

な
い
の
で
、
大
福
に
使
用
し
た
り
、
九

州
産
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
と
ブ
レ
ン
ド
し
て
使

用
し
て
い
る
。

今
後
の
取
引
に
つ
い
て
は
従
前
同
様
う
る

混
の
な
い
も
ち
米
を
安
定
供
給
を
強
く
望

ん
で
い
ま
す

◆
菊
川
町
レ
イ
ン
ボ
ー
稲
作
研
究
会
◆

金
田
会
長
・
Ｊ
Ａ
下
関
　
市
村
職
員

昭
和
三
十
七
年
頃
か
ら
養
鶏
組
合
が
自

家
配
合
飼
料
に
よ
る
餌
で
作
っ
た
安
全

な
鶏
卵
を
産
直
を
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
と
開
始
し
そ
の
後
生
協
か
ら
「
安
全

で
お
い
し
い
お
米
が
欲
し
い
」
と
の
要

望
が
あ
り
当
時
二
十
四
名
の
生
産
者
の

賛
同
を
得
て
農
薬
、
化
学
肥
料
を
使
わ

な
い
米
の
生
産
を
始
め
た
が
い
ろ
い
ろ

試
行
錯
誤
の
取
組
み
を
す
る
中
で
合
鴨

農
法
と
し
て
平
成
四
年
に
研
究
会
を
発

足
し
減
農
薬
稲
作
栽
培
を
開
始
し
会
の

名
称
は
消
費
者
と
の
虹
の
架
け
橋
に
な

る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
「
菊
川
レ

イ
ン
ボ
ー
稲
作
研
究
会
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。

全
国
に
同
様
な
グ
ル
ー
プ
が
三
十
二
の

産
地
が
あ
り
北
海
道
で
は
北
竜
町
が
取

組
ん
で
い
る
。

栽
培
方
法
は
生
協
と
の
契
約
に
よ
り
合

鴨
に
よ
り
農
薬
、
化
学
肥
料
を
使
わ
な

い
赤
と
ん
ぼ
Ａ
と
農
薬
成
分
四
剤
以
内

の
使
用
の
赤
と
ん
ぼ
Ｂ
と
農
薬
成
分
十

剤
以
内
の
使
用
の
赤
と
ん
ぼ
Ｃ
の
三
種

類
の
米
の
生
産
を
し
て
い
る
。
各
栽
培

と
も
種
子
消
毒
は
温
湯
消
毒
機
で
行
っ
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地
区
別
懇
談
会
が
十
二
月
五
日
か
ら
九

日
ま
で
八
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
中
島
組
合
長
か
ら
今
年
の
農
作
物
作

柄
と
農
業
情
勢
の
報
告
が
あ
り
、「
日
頃
よ

り
農
協
事
業
に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
頂
き

感
謝
す
る
。
特
に
上
川
で
は
作
況
指
数
が

一
〇
八
と
な
り
組
合
員
の
皆
様
の
努
力
に

感
謝
し
た
い
。
米
価
は
価
格
の
暴
落
、
外

米
の
輸
入
が
三
分
の
一
を
占
め
、
更
に
は

モ
チ
米
の
消
費
低
下
な
ど
問
題
は
多
い
が
、

改
善
の
努
力
を
し
て
い
く
。
合
併
二
年
目

で
は
あ
る
が
、
懇
談
会
を
通
じ
て
ご
意
見

を
頂
け
れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶
。

懇
談
会
に
入
り
、
各
部
か
ら
は
平
成
十

八
年
度
の
主
な
事
業
の
取
扱
見
込
み
報
告
、

地
区
別
懇
談
会
開
催

農
業
振
興
計
画
、
風
連
地
区
再
開
発
事
業
、

出
資
平
準
化
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

新　車
中古車

ＪＡなら、どのメーカーでも見積もりＯＫ！！ほしい車が沢山あっても１ヶ所で見積もりが揃
います。
中古車も独自のネットワークで希望に沿った車種をすぐにご用意いたします。

ＪＡなら低金利の「マイカーローン」でラクラクお支払い。
欲しい車がより身近に！

ＪＡ共済は掛金がおトク。更に割引率も高く、年数が経つほど差が出ます。
また、ＪＡならではの、「自賠責セット割引」あります。

ローン

保　険
車検、一般整備はもちろん車に関することならなんでも「メカニックセンター」に
お気軽にご相談下さい。整　備

【お問い合わせ】 ＪＡ道北なよろ メカニックセンター
TEL・FAX（直通）01655－3－2168

SUZUKI SWIFT
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賞
最 優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞
藤 花 賞

サ ン ピ ラ ー 賞

ふうれん特産館賞
特 別 賞

２００６地産地消フェアｉｎなよろ
「名寄産のもち米を使ったアイディア料理」コンテスト審査結果

作　　品　　名
もっちりタルト
冷めてもおいしいもっちもっち
くりぃむころっけ
なよろブラマンジェ
名寄４Ｈクラブ的ピッツア
冷めてもおいしいもっちもっち
くりぃむころっけ
お好み焼き風　モチモチ揚げ
中華風ココナッツミルク

審査員のコメント
見た目と発想がよい（味もよい）

冷めてもおいしかった

見た目・発想・味がよかった
商品性がよかった

冷めてもおいしかった

発想と味がよく、商品化できる作品だった

氏　　名
古　川　真　弓
風連町アグリエイト
CLUB
もちもち隊
名寄４Ｈクラブ
風連町アグリエイト
CLUB
今　田　三千代
今　田　正　志

十
二
月
二
日
、
名
寄
市
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
に
て
２
０
０
６
地
産
地
消
フ
ェ
ア
in
な
よ

ろ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧
名
寄
市
の
「
名

寄
市
農
畜
産
物
加
工
展
示
即
売
会
」
と
旧

風
連
町
の
「
ふ
る
さ
と
食
品
加
工
展
示
即
売

会
」
の
趣
旨
を
受
け
継
ぎ
、
合
併
に
と
も
な

い
一
本
化
し
た
企
画
で
「
地
産
地
消
フ
ェ
ア

in
な
よ
ろ
」
と
し
て
新
た
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。先

日
に
販
売
を
開
始
し
た
風
連
産
う
る
ち

米
「
こ
め
ご
こ
ろ
」
の
試
供
品
の
配
布
と
試

食
に
は
朝
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
大
ホ
ー

ル
で
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
地
場
産
の
食
品

販
売
が
行
わ
れ
入
場
か
ら
わ
ず
か
数
分
で
売

り
切
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
女
性
部
な

ど
に
よ
る
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
つ
き
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
名
人
技
の
披
露
、
青
年
部

に
よ
る
ド
ン
菓
子
の
実
演
・
販
売
、
そ
ば
打

ち
体
験
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
名
寄
産
も
ち

米
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
は
参
加
総
数
十
九
点
の
中
か
ら
、
審

査
員
に
よ
る
食
味
と
見
た
目
と
商
品
性
の
審

２
０
０
６
地
産
地
消
フ
ェ
ア
in
な
よ
ろ

多
く
の
市
民
で
賑
わ
う

査
、
来
場
し
た
市
民
に
よ
る
見
た
目
の
審
査

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ

入
賞
者
に
は
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
中
島
代
表
理

事
組
合
長
か
ら
賞
状
と
賞
金
・
副
賞
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

午
後
か
ら
は
、
食
育
・
地
産
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
食
育
推
進
の
重
要
性
を
再
度
認
識
し
た

よ
う
で
し
た
。
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名寄市農業振興センターからのお知らせ
名寄市農業振興センター 住所：名寄市風連町緑町396番地2

TEL：01655-3-2258 FAX：01655-3-2445

今後、農業振興センターの運営を協議していきます。皆さんのご意見等を代表して頂きますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

（任期：平成18年10月24日～平成20年3月31日）

ＪＡ道北なよろ 専　　務

〃　　　　営農委員

〃　　　　購買委員

農 業 委 員 会

〃

普 及 セ ン タ ー

指 導 農 業 士

種　田　芳　雄

小　川　健　二

木之内　　　與

遠　藤　幹　夫

進　藤　博　明

奥　山　廣　司

藤　垣　君　子

農業振興センター部会部員が決定しました。

土壌診断が農協２支所でも受付可能となりました。

名寄市農業振興センターで行っている土壌診断について、土壌サンプルの受付をＪＡ道北なよろ名寄支所、智
恵文支所の営農課でも開始しました。手数料は下表の通りです。また、サンプルの採取方法等については振興セ
ンターにお問い合わせ下さい。 なお、手数料のお支払いはクミカン・貯金口座からの引き落としをお願い致し
ます。初めてご利用される方は、届出印をお持ちの上、引き落とし依頼書にご記入下さい。

※現金でのお支払いのほかに組勘によるお支払いも可能ですのでその際には印鑑の持参をお願い致します。（名
寄市民以外の方は料金が異なります。）

分 析 区 分

簡 易 分 析

一 般 分 析

総 合 分 析

分　析　内　容

ＰＨ・ＥＣ

ＰＨ・ＥＣ・石灰・苦土・加里・燐酸・

燐酸吸収係数・ＣＥＣ

ＰＨ・ＥＣ・石灰・苦土・加里・燐酸・

燐酸吸収係数・ＣＥＣ・窒素・微量要素

手 数 料

５０円

５００円

１,８００円

分析に要する日数

その場

１週間程度

10日から２週間程度

指 導 農 業 士

農 業 士

名 寄 モ チ 生 産 組 合

風連町良質米生産組合

農 業 者

〃

〃

中　川　章　夫

小　川　和　則

今　田　正　一

及　川　唯　夫

伊　東　輝　夫

中　村　洋　子

桶　谷　　　進
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7ヶ月の研修終了

平成１８年１０月１３日、青果部選果センターにてアスパラ選別
施設新設工事の地鎮祭を行いました。これまでの選別作業を機械化
し全量企画販売につなげることを狙っての施設新設で、工事は３月
に完了予定で本年度のアスパラ出荷時期から稼動予定です。
アスパラガスは現在名寄市の奨励作物となっており、名寄市、Ｊ
Ａ道北なよろ、上川農業普及センター、生産者などの関係機関でア

スパラ増収プロジェクトを立ち上げて、作付
面積の拡大と収穫量アップを目指していま
す。出荷量アップに対応するため、アスパラ

ガス自動選別施設を整備し、選別機は全自動でアスパ
ラの形や大きさを見分け、等級選別ができるようにな
り、更には、今まで各農家で行っていた根切り作業も
選別機が自動で行い、鮮度維持と処理能力の効率アッ
プを図ります。作業を機械主体にすることで農家の安
定的な収入確保に結びつくことを狙っています。
地鎮祭は、ＪＡ道北なよろや名寄市、施工業者など
の関係者約５０人が出席し、工事の安全を祈願しまし
た。

平成１８年１１月２日、智恵文多目的研修センターにて平
成１８年度中国人農業研修生終了式が行われました。８７名
の研修生が終了式を迎え、酪農の研修生５名以外の研修生は
４月からの７ヶ月間の農業研修を終え、１１月５日に元気に
帰国しました。
平成18年３月末日に入国して、日本で農業の知識・技術を学びながら日本語の勉
強や日本の文化、地域との交流など非実務の研修も行ってきました。副団長である
花 （ファ カイフェン）さんが研修生代表として挨拶し「中国へ帰国すること
は家族に会えることでとても嬉しいけれども、受入農家のお父さんお母さんと離れ
ることはとても悲しいです。日本で研修した事を誇りに思い、今後に活かしていき
たい！皆さんの健康と来年以降に来日する研修生が充実することを祈ります。」と、
日本語で挨拶をされました。
ＪＡ道北なよろ種田代表理事専務は「７ヶ月間の研修を無事に終え、この日を迎
えたことを嬉しく思う。研修で得た技術、知識を祖国で発揮するとともに、日中友

好の大きな礎を築いてくれることを願ってい
る」と挨拶され、島名寄市長が祝辞を述べた後、北野智明ＪＡ道北なよろ
中国人研修生受入協議会会長が「日本での研修は、皆さんの人生の中で必
ずプラスとなる。今後もこの受入事業が、末永く続くことを願っている」
と謝辞を述べられました。
日本に残った酪農の研修生は、今年の３月に帰国し、同月末にはまた新
たな研修生が来日する予定です。

アスパラ畑

工事の安全を祈り
地鎮祭を行った

代表して挨拶する

花　　 さん

（フア カイフェン）



広報ＪА道北なよろ

平成１８年１０月２３日（月）市役所風連庁舎にて、風連産うるち米の
地元消費拡大を目指して市、道北なよろ農協、風連町良質米生産組合で発
足した「名寄市風連町うるち米ＰＲ活動実行委員会」（委員長・及川唯夫
風連町良質米生産組合長）による風連産うるち米ネーミング・パッケージ
デザイン募集入賞者表彰式が行われました。開会の挨拶で委員長の及川唯
夫さんが「６４６通という沢山の応募に生産者として驚きと嬉しさがあっ
た。皆さんの気持ちをしっかり受け止め選考した」と述べられました。
総応募数６４６通の中から、ネーミングの部は最終選考で「購入したとき、食べたときに温かさが伝わってく
る」と最優秀賞に宮窪奈々恵さん（風連中央小学校５年生）の「こめごころ」が選ばれ、パッケージデザインの
部はシャボン玉の絵を描いた川端亜由美さん（風連高校３年生）のデザインが「シャボン玉のように夢を膨らま
せ、その透き通った中に米の姿を見せていきたい」と最優秀賞に選ばれました。
島多慶志名寄市長は「今後、この地域の愛情こもったうるちを消費することができ期待している」と、続いて
道北なよろ農業協同組合の中島道昭代表理事組合長は「この地域はもち米が目立つ中、生産者はうるち米を努
力しながら作っている。心が失われつつあると言われる昨今の情勢に反してとても良いネーミングであり、これ
からの地産地消につながれば」と、それぞれ祝辞を述べられました。
独自ブランド「こめごころ」と命名されたうるち米は、最優秀賞に選ばれたパッケージデザインをまとい、市
内Ａコープ並びに各量販店などで販売されています。

尚、商品のお問い合わせは 本所Ａコープまで TEL01655-3-2521

風連産うるち米独自ブランド「こめごころ」販売開始

ネーミングの部
最優秀賞「こめごころ」 宮窪奈々恵さん
優秀賞　「かぜのかおり」古屋　知子さん
優秀賞　「風のめぐみ」 飛田ちずこさん
優秀賞　「ゆきんこの里」会田　理恵さん

パッケージデザインの部
最優秀賞 川端亜由美さん
優秀賞 森崎　亜衣さん
優秀賞 大出　侑奈さん
優秀賞 市山まどかさん

ネーミング最優秀賞　
宮窪奈々恵さん

風連産うるち米の消費拡大を目的として

各受賞者は以下の通りです。

休み 

休み 

休み 

 

休み 

休み 

休み 

 

休み 

 

 

休み 

 

休み 

 

休み 

休み 

休み 

休み 

休み 

休み 

休み 

休み 

 

休み 

休み 

 

 

休み 

休み 

休み 

休み 

 

 

休み 

休み 

 

休み 

休み 

 

休み 

休み 

休み 

休み 

休み 

休み 休み 金融・共済窓口 
（風連・名寄・智恵文） 

ATM（JA内設置） 
（風連・名寄・智恵文） 

風 連 給 油 所  

名 寄 給 油 所  

智 恵 文 給 油 所  

Ａコープ風連店 

上 記 以 外  8:45～17:00
仕事納め 
8:45～12:00

9:30～18:009:30～18:00
仕事納め 
8:15～12:00

8:45～17:00 仕事納め 
8:45～12:00

8:45～17:00

仕事納め 
8:15～12:00 8:15～17:00

8:30～18:308:30～18:30 仕事納め 
8:30～12:00

8:15～18:308:15～18:30

8:45～18:00
9:00～14:00
14:00～15:00
（手数料105円） 

8:30～17:00

通常営業開始 
8:45～18:00

1月2日(火) 1月3日(水) 1月4日(木)

通常営業開始 
8:45～16:30

12月30日(土)12月31日(日) 1月1日(月)12月29日(金)

仕事納め 
8:45～16:30

9:30～17:00

1月5日(金)

8:45～16:30

8:45～18:00

1月6日(土)

9:00～14:00
14:00～15:00
（手数料105円） 

8:30～17:00

9:30～13:00

8:15～17:00

1月7日(日)

8:30～17:00

平常通り 
営　　業 

1月9日(火)

8:15～17:00

1月8日(月)

◎年末年始の営業の御案内
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平成１８年１１月２７日（月）に、名寄支所にてＪＡ道

北なよろ青年部収穫祭が行われました。昨年は合併協議会

主催で合併前の３支部合同で行うという形で行われました

が、本年度はＪＡ道北なよろ青年部として合併後初の収穫

祭を行いました。

同青年部部長の鷲見悦朗さんの開会挨拶に続き、産業祭

りの活動をまとめたＤＶＤを鑑賞しました。メイン企画と

して２人一組で行う「もちつき」大会が行われ、優勝者は

１２月２日に行われ

た２００６地産地消フェアinなよろでのもちつきイベントで「もちをつく

権利」を得ることになっていたので、大盛り上がりのうちに収穫祭を終了

しました。

上川管内農村女性のつどいが１１月２２日、富良野文化会館で開

催されました。このつどいは今年で１３回目を迎え、上川管内から

多数の人が集まり名寄市からも女性部を始めたくさんの方が参加し

ました。

今回のテーマは「次代に伝えよう夢ある農村」と題し、グループ

活動ＰＲや展示・販売などが行われました。午後の部の話題提供で

は開催地である富良野の活動がピックアップされ、「現在富良野で

はカレーで町おこしをしており、その活動は老若男女を問わず町全

体が一丸となって取り組んでいます。」との発表に、「こういった取

り組みによって発生する交流

や情報交換を通じて農業者同

士も絆が深まり今後プラスに

繋がっていく」と、名寄市か

らの参加者も刺激を受けたよ

うです。

～次代に伝えよう 夢ある農村～

大もちつき大会（上）

2006地産地消フェアinなよろ

富良野の「カレーで挑むまち
おこし」の発表の様子 加工品の展示・販売



広報ＪА道北なよろ



広報ＪА道北なよろ

農業者年金制度の仕組みをご紹介しますので、ぜひ、加入をご検討ください。
１．安定した年金の財政運営ができる仕組みです
将来の年金受給に必要な原資をあらかじめ自分で積み立て、運用実績により受給額が決まる確定拠出型年金である
ため、安定した年金の財政運営ができます。
運用利回りの状況等に応じて保険料が引き上げられることはありません。

２．農業に従事する方は広く加入できます
国民年金の第１号被保険者で年間６０日以上農業に従事する６０歳未満の方は誰でも加入できます。また、加入期
間にかかわらず支払った保険料は将来年金として受給できます。

３．保険料の額は自由に決められます
毎月の保険料は、「通常加入」の場合、基本が２万円で、最高６万７千円まで千円単位で自由に決められます。ま
た、いつでも変更が可能です。

４．８０歳までの保証が付いた終身年金です
年金は終身にわたって受け取れます。また、万一８０歳前に死亡した場合でも、死亡の翌月から８０歳までに受給
できたはずの年金の額を死亡一時金として遺族が受け取れます。

５．税制面でのメリットがあります
支払った保険料は全額（年額１２万円～８０万４千円）が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税に
なります。さらに将来受け取る農業者年金についても公的年金等控除が適用（６５歳以上の方は公的年金等の合計額
が１２０万円までは非課税）されます。

６．意欲のある担い手は保険料の助成が受けられます
農業所得が９００万円以下で、６０歳までに２０年以上加入することが見込まれる人が、下の表の要件を満たす場
合は、基本となる保険料（２万円）のうち、２割から５割の助成（政策支援）を受けることができます。同一経営内
での夫婦や親子など複数の方も同時に政策支援が受けられます。なお、政策支援を受けている間は基本となる保険料
２万円を超えて保険料を増やすことはできません。

◆政策支援部分の年金（特例付加年金）の受給について
政策支援を受けた方の特例付加年金は、農地、採草放牧地および農業用施設の権利移転等を行い、農業経営者でな
くなれば受給することができます。６５歳からの受給が基本ですが、それ以前に経営継承した場合は、農業者老齢年
金とあわせて６０歳からの繰上受給ができますし、６５歳以降に経営継承した場合は、そのときから受給できます。
年齢制限はありません。経営継承しなかった場合でも農業者老齢年金は受給できます。

保険料の助成対象者と助成額

農業者年金の加入についてのお申し込み、お問い合わせは

ＪＡ道北なよろ 本所・名寄支所・智恵文支所　総務課　農業者年金相談窓口へ

認定農業者で青色申告者

要　　　　　　　件

認定就農者で青色申告者

区分１または２の者と家族協定を締結し経営に参画している
配偶者または後継者

認定農業者または青色申告者で３年以内に両方の要件を満た
すことを約束した者

３５歳未満の後継者で３５歳まで（２５歳未満の者は１０年
以内）に区分１の者となることを約束した者

10,000円（５割）

35歳未満

10,000円（５割）

10,000円（５割）

6,000円（３割）

6,000円（３割）

１

区分

２

３

４

５

6,000円（３割）

35歳以上

6,000円（３割）

6,000円（３割）

4,000円（２割）

ー
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退 職 者

理
事
会
の
経
過

第
七
回
理
事
会

開
催
日
　
八
月
二
十
九
日

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て提

案
通
り
決
定

三
、
職
制
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
役
員
退
任
慰
労
金
支
給
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
資
産
査
定
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
提
案
通
り
決
定

七
、
自
己
査
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

八
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）
に

つ
い
て

提
案
通
り
決
定

九
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
延
払
）
に

つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
、
金
融
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
（
案
）
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
一

、
平
成
十
八
年
度
産
屑
米
・
豆
類
・
雑

穀
予
約
推
進
（
案
）
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
八
回
理
事
会

開
催
日
　
九
月
二
十
日

一
、
平
成
十
八
年
産
米
の
概
算
払
に
つ
い

て
提
案
通
り
決
定

二
、
畜
産
環
境
リ
ー
ス
の
貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
ア
ス
パ
ラ
選
別
施
設
導
入
に
係
る
製

造
請
負
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
事
務

委
託
（
代
理
申
請
）
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
十
八
年
度
名
寄
市
表
彰
条
例
に

基
づ
く
「
功
労
表
彰
（
産
業
経
済
功

労
）」
該
当
者
の
推
薦
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
九
回
理
事
会

開
催
日
　
十
月
二
十
五
日

一
、
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
資
産
査
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
事
務

代
行
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
出
資
平
準
化
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
賦
課
金
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

８月18日…………第７回総務委員会

21日～25日……第２四半期監査

25日…………第８回営農委員会

29日………………第７回理事会

31日……………………棚卸監査

９月12日…………第５回購買委員会

19日…………第９回営農委員会

20日………………第８回理事会

10月23日…………第10回営農委員会

20日…………第８回総務委員会

25日………………第９回理事会

ＪАのあゆみ

●
編
集
後
記

★
こ
の
冬
は
積
雪
も
遅
く
暖
冬
を
予

感
さ
せ
る
よ
う
な
日
々
が
続
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎

え
る
に
あ
た
り
体
調
を
崩
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
新
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
体

調
管
理
及
び
飲
酒
運
転
に
は
十
分
に

注
意
し
て
下
さ
い
。
ま
た
除
雪
作
業

中
の
事
故
に
も
十
分
気
を
付
け
て
下

さ
い
。

★
今
年
は
、
国
が
打
ち
出
し
た
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
導
入
開
始

や
、
新
名
寄
市
と
し
て
の
新
た
な
産

地
づ
く
り
の
開
始
な
ど
、
農
業
情
勢

は
大
き
な
転
換
の
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
と
共

に
、
私
達
職
員
も
今
後
一
層
の
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

★
名
寄
市
風
連
産
の
う
る
ち
米
ほ
し

の
ゆ
め
が
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
め
ご

こ
ろ
」
と
し
て
店
頭
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
共
に
次
世
代
の
若
者
の

作
品
が
入
選
し
採
用
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
消
費
拡
大
に
勢
い
が
生
ま
れ
た

の
で
は
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
今
後
市
民
に
親
し
ま
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

平 間　一 郎（平成18年　7月31日）

購買部燃料課課長

奥 田　智 司（平成18年　8月31日）

農畜産部施設課調査役



ぶ
こ
と

11

と
っ
て
も
美
味
し
い
マ
グ
ロ

で
す
！

14

戊
辰
戦
争
の
最
後
の
戦
い

の
地
と
し
て
有
名

16

果
実
の
お
酒

18

雪
ま
つ
り
に
行
く
と
き
は
、

滑
り
に
く
い
○
○
を
履
い

て
行
っ
て
ね
！

19

鍵
は
英
語
で
？

21

水
が
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
る
状

態

22

豚
の
脂

23

夕
張
市
の
特
産
物

25

テ
ニ
ス
の
連
続
し
た
打
ち

合
い

28

巻
物
の
中
心
の
丸
い
棒

１
　
北
海
道
で
百
万
ド
ル
の
夜

景
が
見
ら
れ
る
市

４
　
北
海
道
に
な
い
ジ
メ
ジ
メ

し
た
季
節

６
　
北
海
道
の
ユ
ニ
ー
ク
な
お

土
産
の
１
つ
「
○
○
出
没

注
意
」
グ
ッ
ズ

７
　
本
州
と
北
海
道
と
の
間
に

あ
る
○
○
○
海
峡

９
　
牛
の
舌

10

旅
番
組
の
行
き
先
が
北
海

道
だ
っ
た
ら
、
芸
能
人
も

広報ＪА道北なよろ

長
の
○
○
の
一
声
で
北
海

道
に
決
ま
り
！

５
　
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
平

地
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
栽
培
で

有
名
な
富
良
野
○
○
○
や

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ
常

呂
川
の
中
流
域
に
発
達
し

た
北
見
○
○
○

８
　
浮
き
玉
と
石
油
ラ
ン
プ
の

製
造
か
ら
は
じ
ま
っ
た
小

樽
○
○
○
、
今
で
は
小
樽

土
産
の
代
表

９
　
北
海
道
を
舞
台
に
し
た
映

画
『
鉄
道
員

ぽ
っ
ぽ
や

』
の
主
演
を

努
め
た
○
○
○
○
健

10

物
事
を
詳
し
く
調
べ
て
選

１
　
屈
斜
路
湖
は
、
温
泉
が
湧

き
出
る
た
め
湖
面
の
一
部

が
凍
結
し
な
い
の
で
、
冬

は
○
○
○
○
○
た
ち
が
飛

来
し
て
に
ぎ
わ
う

２
　
正
月
に
回
し
て
遊
ぶ
玩
具

３
　
北
海
道
出
身
の
バ
レ
エ
ダ

ン
サ
ー
熊
川
○
○
○

４
　
今
年
の
社
員
旅
行
は
、
社

2 3 4

10

C

13

D

28

A

E

F

B

51

6

11

12

22

29

23

26 27

2524

30

15

19 20 21

16 17 18

14

7 8 9

答
え
の
解
っ
た
方
は
、
本
誌
に
添
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
に
答

え
を
書
い
て
送
付
し
て
下
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
〇
一
六
五
五
│
三
│
四
〇
三
七

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
五
名
様
に
『
Ａ
コ
ー
プ
商

品
券
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

応
募
締
切
＝
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
【
消
印
有
効
】

ＦＥＤＣＢＡ
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私
の
地
域
の
妻
の
会
は
と
て

も
楽
し
い
会
で
す
。
最
高
な
の

が
お
祭
り
に
出
演
依
頼
が
来
る

と
、
出
る
か
出
な
い
か
の
相
談

を
す
る
の
が
普
通
で
す
よ
ね
？

私
達
の
会
は
「
何
す
る
？
」
で

す
よ
。「
出
る
ん
か
い
！
」
っ

て
感
じ
で
す
よ
（
笑
）
そ
し
て

必
ず
真
面
目
に
は
終
ら
せ
ず
楽

し
く
お
か
し
く
ウ
ケ
狙
い
。
こ

う
い
う
事
に
は
ま
と
ま
る
、
と

て
も
楽
し
い
最
高
の
妻
の
会
で

す
。風

連
町
瑞
生
　
山
崎
　
和
恵

☆
話
を
聞
く
だ
け
で
と
て
も
楽

し
い
姿
が
想
像
で
き
ま
す
ね
。

世
間
で
は
こ
れ
か
ら
は
女
性
の

時
代
だ
と
言
わ
て
お
り
ま
す
。

女
性
の
パ
ワ
ー
？
で
こ
れ
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
下
さ
い
。

暑
い
夏
も
終
わ
り
収
穫
の
時

期
で
す
。
な
の
に
雨
、
雨
、
雨
、

す
か
っ
と
晴
れ
た
秋
晴
れ
が
待

ち
遠
し
い
で
す
ヨ
！
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
で
ス
ッ
キ
リ
ブ
レ
イ
ク
タ

イ
ム智

恵
文
智
北
　
遠
藤
　
久
美

☆
今
年
の
秋
は
本
当
に
雨
が
多

か
っ
た
で
す
ね
。
ま
さ
に
「
女

心
と
秋
の
空
」
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
少
し

で
も
和
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。念

願
だ
っ
た
コ
ス
モ
ス
ロ
ー

ド
。
三
百
四
十
メ
ー
ト
ル
が
つ

い
に
完
成
。
今
年
は
雨
が
多
か

っ
た
の
で
発
芽
も
良
く
、
今
が

盛
り
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

そ
よ
風
に
揺
れ
る
花
、
止
ま
っ

て
い
る
赤
ト
ン
ボ
に
秋
を
感
じ

ま
す
。風

連
町
瑞
生
　
石
谷
　
武
男

☆
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
の
完
成
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
場

所
は
風
連
と
多
寄
境
の
基
線
で

す
。
来
年
の
夏
も
き
っ
と
咲
き

誇
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
も
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

暑
い
夏
で
し
た
。食
欲
の
秋
、

も
り
も
り
食
べ
て
元
気
回
復
！

今
度
は
太
り
過
ぎ
に
気
を
つ
け

よ
う
。名

寄
市
大
橋
　
土
屋
　
和
恵

☆
そ
の
食
欲
の
秋
も
終
わ
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
太
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

一
年
前
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
、

病
院
の
先
生
方
や
、
大
勢
の

人
々
の
お
世
話
に
な
っ
て
何
と

か
毎
日
を
過
ご
せ
る
事
を
有
難

く
思
い
ま
す
。
脳
の
運
動
に
毎

回
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

名
寄
市
弥
生
　
北
川
　
光
子

☆
今
年
の
流
行
語
の
ト
ッ
プ
テ

ン
に
「
脳
ト
レ
」
と
い
う
言
葉

が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
今

後
も
お
楽
し
み
頂
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

ア
ツ
イ
ナ
ツ

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

五
名
の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま

す
。

（
敬
称
略
）

横
山
　
澄
枝
（
名
　
寄
）

遠
藤
　
久
美
（
智
恵
文
）

大
谷
　
一
樹
（
風
　
連
）

山
崎
　
和
恵
（
風
　
連
）

宮
西
美
智
子
（
風
　
連
）
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○
○
○
が
安
く
て
も
行
き

た
い
!?

11

日
本
有
数
の
畑
作
・
酪
農

地
帯
の
○
○
○
平
野

12

北
海
道
旅
行
か
ら
帰
っ
て
、

写
真
を
見
な
が
ら
○
○
○

に
ひ
た
る

13

サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
進
む
遊

び

15

北
海
道
出
身
の
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
　
Ｔ
Ｒ
Ｕ

Ｅ
　
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
吉
田

○
○

17

苦
の
反
対
。
北
海
道
旅
行

も
カ
ー
ナ
ビ
の
付
い
た
車
で

ま
わ
れ
ば
○
○
だ
よ
ね
！

20

北
海
道
阿
寒
町
へ
行
く
と

ア
イ
ヌ
民
族
の
○
○
○
○

を
着
る
こ
と
が
で
き
る

22

札
幌
と
い
え
ば
、
み
そ
○

○
○
○
発
祥
の
地

24

ニ
ワ
ト
リ
よ
り
も
小
さ
な
卵

を
産
む

26

北
海
道
の
有
名
な
駅
弁
は

Ｊ
Ｒ
森
駅
の
○
○
め
し

27

法
人
の
代
表
機
関

29

北
海
道
生
ま
れ
の
人
の
こ

と

30

札
幌
農
学
校
を
去
る
と
き

に
、
○
○
○
○
博
士
が
残

し
た
有
名
な
言
葉
「
少
年

よ
大
志
を
い
だ
け
」
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お気軽にお問い合わせ下さい。 

取
次
窓
口 




